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　　元の襲来と鎌倉幕府の滅亡　次の（　　　）にあてはまる語句を答えなさい。
□⑴　（　　　）は，13世紀はじめ，モンゴル民族を統一して国家を建てた。
□⑵　⑴の孫の（　　　）は日本を屈服させようとして，使者を送った。
□⑶　元寇がおこったときの幕府の８代執権は（　　　）である。
□⑷　元寇とは1274年の（　　）と1281年の弘安の役の２度の戦いを指す。
□⑸　窮

きゅう

乏
ぼう

する御家人を救うため，1297年，幕府は（　　　）を出して，質入れしたり売っ
たりした領地をただで取りもどさせようとした。

□⑹　（　　　）天皇の倒
とう

幕
ばく

運動に足利尊氏や新田義貞らが加わり，1333年，鎌倉幕府は
滅亡した。 

確 認 問 題

1

⑴ 
⑵ 
⑶ 
⑷ 
⑸ 

⑹ 

1　元
げん

の襲
しゅう

来
らい

と鎌倉幕府の滅亡　　
⑴　モンゴル帝

てい

国
こく

の拡
かく

大
だい

…13世紀はじめ，チンギス・ハンがモン
ゴル民族を統一し，チンギス・ハンと子孫は各地に遠

えん

征
せい

して大
帝国を築いた。チンギス・ハンの孫で，皇帝となったフビライ・
ハンは都を大

だい

都
と

（現在の北
ペキン

京）に移し，国号を元と定めた。
⑵　ユーラシア世界の一体化…モンゴル帝国が大陸の交通路を整
えると，各地の技術や情報が広く伝わるようになった。フビラ
イ・ハンに仕えたイタリア人のマルコ・ポーロは日本を「黄金
の国ジパング」としてヨーロッパに紹介した。
⑶　元

げん

寇
こう

…高
こう

麗
らい

を従えたフビライ・ハンは，日本を従えようと使
者を送ったが，幕府の８代執

しっ

権
けん

北
ほう

条
じょう

時
とき

宗
むね

はこれを無視した。
①　文

ぶん

永
えい

の役
えき

…1274年，元軍が九州北部に上陸し，集団戦法と
火
か

器
き

で幕府軍を苦しめた。短期間で力を誇
こ

示
じ

することが目的
だったことや高麗の不満などもあって，元軍は撤

てっ

収
しゅう

した。
②　弘

こう

安
あん

の役…元は宋
そう

を滅ぼすと1281年に再度来襲。御
ご

家
け

人
にん

の
奮
ふん

闘
とう

と博
はか

多
た

湾
わん

岸
がん

につくられた石の防
ぼう

塁
るい

などにはばまれて元軍
は上陸できず，暴風雨によって大きな被

ひ

害
がい

を受けて撤
てっ

退
たい

した。
⑷　鎌倉幕府の衰

すい

退
たい

と滅亡…元の襲来を退けたものの，新しい土地が
得られたわけではないので，幕府は御家人に十分な恩賞をあたえら
れず，御家人は大きな不満を持った。また，元の襲来に備えて，北
条氏に権力を集中させるようになると，北条氏への反感も高まった。
①　（永

えい

仁
にん

の）徳政令…分割相続のくり返しにより，御家人の領地は細分化し，御家人の生活はいっそう苦しくなっ
た。そこで幕府は，御家人が質

しち

入
い

れしたり売ったりした土地をただで取りもどさせる法令を出したが，あまり
効果があがらなかった。
②　幕府の滅亡…悪党とよばれる近

きん

畿
き

地方を中心に力をのばした武士が，荘
しょう

園
えん

領主や幕府に反
はん

抗
こう

したが，幕府は
取りしまることができなかった。幕府への反感が強まると，後

ご

醍
だい

醐
ご

天
てん

皇
のう

のよびかけに応じて，有力御家人の足
あし

利
かが

尊
たか

氏
うじ

や新
にっ

田
た

義
よし

貞
さだ

，新興の武士の楠
くすの

木
き

正
まさ

成
しげ

らが幕府を攻撃した。こうして，1333年に鎌倉幕府は滅亡した。

▼モンゴル帝国（13世紀ごろ）

ベネチア

大都

元
大都

元
高麗高麗

マルコ・ポーロの行路
フビライ・ハンの遠征
元

モンゴル帝国の最大領域
（服属地域をふくむ）

モンゴルの本拠地
ほんきょ ち

りょういき

※模写▼文永の役（右側は御家人の竹
たけ

崎
ざき

季
すえ

長
なが

）コ リョ

▼永仁の徳政令（部分要約）

　所領の質入れや売買は，御家人の生活が苦しく
なるもとなので，今後は禁止する。（中略）御家人
以外の武士や庶

しょ

民
みん

が御家人から買った土地につい
ては，売買後の年数にかかわりなく，返さなけれ
ばならない。

チンギス（・ハン）
フビライ（・ハン）
北条時宗
文永の役

（永仁の）徳政令

後醍醐

鎌倉幕府の滅亡と室町幕府の成立８
①　鎌

かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

の衰退から滅
めつ

亡
ぼう

と建武の新政までの流れについて理解しよう。
②　南北朝～室町幕府の成立までの流れと当時の東アジアの変動について理解しよう。テーマ

。
集団戦

示する
て，元

と1281
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暴風雨
の衰退

たい
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幕府 り売っ
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きん き

できなか

コ・ポーロ
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たけ
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以

Sa
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第2章　中世の日本

　　南北朝の動乱と室町幕府の成立　次の（　　　）にあてはまる語句を答えなさい。
□⑴　後醍醐天皇は，（　　　）とよばれる天皇中心の政治を始めた。
□⑵　1335年，（　　　）は武家政治の再興をよびかけて挙兵し，⑴を終わらせた。
□⑶　⑵の人物が京都に天皇を立てると，後醍醐天皇は奈良の（　　　）に逃れた。
□⑷　⑵の孫の（　　　）は南北朝の統一を実現した。
□⑸　室町幕府で，将軍の補佐をする役職を（　　　）という。
□⑹　室町幕府の地方機関である（　　　）は関東を支配して独立した勢いを示した。
□⑺　室町幕府は，守護が荘園の（　　　）の半分を取る権利を認めた。
□⑻　守護は自分の領地を拡大し，国内の地頭や新興の武士を家来として従えるなど
　　して強大化していき，（　　　）へと成長した。 

確 認 問 題

2

⑴ 
⑵ 
⑶ 
⑷ 
⑸ 
⑹ 
⑺ 
⑻ 

2　南北朝の動乱と室
むろ

町
まち

幕府の成立　
⑴　建

けん

武
む

の新政…1334年，後
ご

醍
だい

醐
ご

天
てん

皇
のう

は年号を建武と改めて，
天皇中心の新しい政治を始めた。しかし，公

く

家
げ

重
じゅう

視
し

の政
せい

策
さく

で政治の混乱が続き，武士や農民の不満が高まった。
⑵　南北朝の動乱…1335年，足

あし

利
かが

尊
たか

氏
うじ

が武家政治の再興をよ
びかけて挙兵すると，新政は２年ほどでくずれた。さらに
尊氏が京都に別の天皇を立てると，後醍醐天皇は吉

よし

野
の

（奈
良県）に逃

のが

れた。京都方（北
ほく

朝
ちょう

）と吉野方（南
なん

朝
ちょう

）の２つの朝
ちょう

廷
てい

が並立していた約60年間を南北朝時代という。
⑶　室町幕府の成立…足利尊氏は北朝の天皇から征

せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任じられ，京都に幕府を開いた。尊氏の孫で，３代将軍と
なった足

あし

利
かが

義
よし

満
みつ

は，1392年，南朝と和解し，南北朝の統一に
成功した。義満が京都の室町に「花の御

ご

所
しょ

」という将軍邸
てい

（室
むろ

町
まち

殿
どの

）を建てたのにちなみ，足利氏の幕府を室町幕府とよ
び，京都に幕府が置かれていた時代を室町時代という。
①　管

かん

領
れい

…鎌倉幕府の執権にかわる，将軍の補佐役。侍所
の長官とともに有力な守護大名が任じられた。
②　鎌倉府…鎌倉に置かれた地方機関。長官（鎌倉公

く

方
ぼう

）は
足利氏の一族が世襲し，関東一帯を支配した。
③　唯

ゆい

一
いつ

の政
せい

権
けん

…義満のころ，幕府が朝廷の権限を吸収し
ていき，鎌倉時代から続いた，武家と公家の２つの政府が
ならび立つ状態から，ただ１つの中央政権ができあがった。

⑷　守護大名…南北朝の動乱のとき，幕府は守護に荘
しょう

園
えん

の年
ねん

貢
ぐ

の半分を取る権限をあたえたため，諸国の守護は幕府を
支持した。守護は自分の領地を拡大するとともに，領国内
の地頭や新興の武士を家来として従え，国司の権限を吸収
し，領国全体を自分の領地として支配するようになり，守
護大名へと成長していった。やがて管領と有力守護大名の
話し合いで政治が行われるようになり，幕府の支配力は弱
まり，将軍暗殺や反乱がおこる不安定な時代になった。

▼おもな守護大名（1365 年ごろ）

斯波
し ば

六角
ろっかく

山名
やま な

京極
きょうごく 京極

きょうごく

大内
おおうち

菊池
きく ち

菊池
阿蘇
あ そ

島津
しま づ

大友
おおとも

細川
ほそかわ

赤松
あかまつ 土岐

と き

今川
いまがわ 武田

たけ だ

千葉
ち ば

佐竹
さ たけ

上杉
すぎうえ富樫

と がし

京都の後醍醐天皇の政庁に近い二条河原にかかげられた
落書で，建武政権の失政を批判する内容となっている。

▼ 二
に

条
じょう

河
が

原
わら

の落
らく

書
しょ

　このごろ都にはやるもの。夜
よ

討
う

ち，強盗，にせ綸
りん

旨
じ

。召
めし

人
うど

，早
はや

馬
うま

，虚
そら

騒
そう

動
どう

。生
なま

頸
くび

，還
げん

俗
ぞく

，自由出家。

にわか大名，迷い者。安
あん

堵
ど

，恩賞，虚
そら

軍
いくさ

。本領はな
るる訴

そ

訟
しょう

人
にん

。文書入れたる細つづら。追
つい

従
しょう

，讒
ざん

人
にん

，
禅
ぜん

律
りつ

僧
そう

，下
げ

克
こく

（剋）上
じょう

する成
なり

出
で

者
もの

。…

①いつわりの天皇の命令　②囚
しゅう

人
じん

　③急使の早馬
④僧から俗人にもどること　⑤所領の保証
⑥当時力をふるった，天皇側近の禅

ぜん

僧
そう

や律
りつ

僧
そう

① ② ③

から さ わ ぎ

④

⑤

⑥

侍所の長官（所
しょ

司
し

）は主に一
いっ

色
しき

・京
きょう

極
ごく

・山
やま

名
な

・赤
あか

松
まつ

の4氏
から任じられた。

▼室町幕府のしくみ

さいばん

か　い　　　い　ず

まん　　どころ

もんちゅうじょ

守護　地頭

将　軍

（地方）

侍　所（軍事・警察）
政　所（財政）
問注所（記録・裁判）

鎌倉府（関東，甲斐・伊豆）

（管領）

（京都） さむらい どころ
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足利義満
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鎌倉府
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